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coin	 lunch”	and	various	programs	and	 [Function	as	a	House]	with	characteristics	such	as	 the	building	of	
single-family	houses	with	entrance,	garden,	kitchen	function,	meal	space,	and	tatami	room,	etc.	
Also,	 it	was	revealed	 that	such	 facilities	have	 [Function	as	social	participation]	and	 [Participation	 in	 local	




















































研究協力者は，高齢者 3 名，子育て世代の母親 3 名，ス
タッフ 3 名の合計 9 名であり，平均年齢は，高齢者が 82.3















































































お金がかからない 	（1） お金がかからない 1






















































































































































































































































































































孤独感の解消 （11） 孤独感がなくなる 11







































































に高齢者は 1 階，子育て世代は 2 階と区分されており，高
齢者と乳幼児の安全が自然に保たれるよう配慮されてい
た．
利用者は，一戸建ての家に明るさ，やさしさ等を感じて
おり，建物が家であることの良さ（以下，これを「家機
能」という．）を肯定的に評価していた．家機能は，建物
が一戸建てである，庭・広い玄関・畳の部屋・台所機能な
どのハードの面と，やすらぎや実家感を感じるなどのソフ
ト面を有し，家機能があることで，交流や利用が促進され
ていることが明らかになった．	
街づくりにおける交流や地域コミュニティの拠点には，
家機能を有する一戸建てを意識した建築デザインを取り入
れることで交流が活発化し，利用の継続化に有用であるこ
とが示唆された．
6 ）【世代間交流がある】
母親やスタッフとの交流や子どもの存在が，高齢者の喜
びや回想につながっており，多世代と一緒に過ごすこと
が，互いに効果的な刺激となっていた．
先行研究において，高齢者と接した経験のある学生の
方が，ソーシャルスキルや日常的な満足感が高い，他の
世代と過ごした人の方が，ソーシャルインクルージョン
が高い，社会的弱者を擁護する養護性が高くなる（齋藤，
2010）と世代間交流の意義が明らかになっており，乳幼児
と高齢者との触れ合いも，高齢者への効果だけでなく，子
育て世代が世代間交流の有用性を評価していることが明ら
かになった．
さらに，自立している高齢者の存在は，母親やスタッフ
にとって，未来のモデル，人生の模範であり，健康維持の
方法や生活の工夫など，高齢者からの知見を得ていた．す
なわち，自立した高齢者は，次の世代の手本となり，介護
を受ける側の弱者としての存在ではなく，社会にとって価
値のある役割を有し，世代間交流の大切な意義があった．
子育て世代の母親の語りから，子育て肯定感の獲得，子
育ての相談等，高齢者が子育て文化の伝承者として子育て
支援に寄与していること明らかになった．わが国の施策
は，世代間分離の傾向が多いが，世代間交流をすることに
よって，高齢者が子育て文化の伝承役を担うという新たな
役割を有することが示唆された．
高齢者の中でも戦前，戦後，団塊の世代などのように，
高齢者の中にも世代区分が存在し，世代間の交流が行われ
ていることが明らかになった．一般的な高齢者の区分は，
前期と後期である．しかし，本研究の語りから，今後は戦
争体験をしている世代・団塊の世代等の社会的背景につい
ての配慮が求められていることが明らかになった．
年齢区分をしている乳幼児施設が多いが，柏木は，ゼロ
歳児といえども，他の子どものすることを見て，それに
刺激を受け興味を持ち，自分もそうしようとする（柏木，
2001，p.53）としており，乳幼児施設での異年齢交流を評
価している．Ｂ施設においても，子育て世代の母親にとっ
ては，異年齢交流が子どもの成長への刺激となっているこ
とが明らかになり，異年齢交流の必要性が示唆された．
7 ）【社会参加としての機能がある】
高齢者にとって，B 施設は気軽で適度な距離感を持った
交流の場，居場所となっていた．施設を自発的に利用する
ことで，高齢者の尊厳が保たれており，社会参加すること
で身体的健康度の向上と介護予防に役立っていた．
我が国の高齢者福祉の施策には，主として高齢者の孤立
予防，孤独感の解消を目的として，歩いていける集会所な
どに高齢者の交流の場を設けることによって営まれる活
動として「ふれあい・いきいきサロン」があり，「社会参
加の場」「福祉教育の場」として機能しているという報告
（高野，坂本，大倉，2007）があるが，B 施設においても，
利用者同士の交流や社会参加の機能を持つことが明らかに
なり，高齢者が地域の中で自主的に活動できる場として介
護予防や孤立防止の役割が期待できることが明らかになっ
た．
8 ）【地域コミュニティへの参加】
子育て世代に特徴的なカテゴリであり，プログラムや相
談機能などを利用しながら，携帯・SNS 等の利用へと関
係性を深め，施設での出会いから地域での挨拶や会話へと
交流が拡がり，利用者同士のネットワークが形成されてい
る . このことから，施設が地域コミュニティの交流拠点と
しての役割を有していることが明らかになった．また，利
用者は家の近くに施設があることも評価しており，近隣に
交流拠点があることが，利用の促進・交流の活発化につな
がっていることが示唆された．高齢者は，地域での活動は
少なく，地域への拡張を評価する語りは聞かれなかった．
－28－ －29－
世代間交流施設における利用者評価（田中／齋藤）
9 ）【母性の深まり】
手芸の成果物をみていると「良い母親感」を感じ，手作
りに満足を感じていた．子育て世代に特徴的なカテゴリで
あり，プログラムの効果である．また，世代間交流によっ
て，新たな子育て観を獲得する，母性が深まる様子が明ら
かになり，施設が親として成長していく場として，意義の
あるものであることが示唆された．
Ⅵ . 結　語
高齢者の社会参加と子育ての母親の語りを分析した結
果，9 カテゴリが明らかになった．【サービスの良さ】で
は，ワンコインランチや多様なプログラムが，【家として
の機能がある】では，広い玄関，庭，台所機能や食事ス
ペース，畳部屋などの一戸建て住宅の建物の特性と実家感
などの家から得られる感覚が，交流を促進していた．ま
た，【社会参加としての機能がある】【地域コミュニティへ
の参加】が明らかとなった．さらに，母親の【母性の深ま
り】が見出された．自治体の施設として，対象者別が多い
中，本施設は多世代（高齢者，子育て世代，中高年，児
童，乳幼児）が参加し，協力し合って高齢者支援，子育て
支援に取り組むという世代間交流の意義と役割が果たされ
ていることが明らかになった．
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